
                                                                                                                            

 

                                                                                                                            

          

 

 

 

 

 

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 発行日：2022年 11月 4日（金） 

青北進路通信 
発行元：青森北高校進路指導部 

第６号 

進学 総合型選抜結果速報 / 学校推薦型選抜はこれからが受験のピーク 

 国公立大５名（青森公立大３名、室蘭工業大２名）私立大２名 専門学校等１８名 合格 

 

就職 民間就職（内定率１００％） /  公務員試験（一次試験結果速報） 
 民間就職希望者６名（普通科４名・スポーツ科学科２名）は全員が合格し、合格率は現在のところ１００％となっています。就職

試験は９月下旬と進学試験よりも早いので、早い時期からどんな職種を希望するのか考え、夏休み中から履歴書の作成や面接練習に

取り組み、準備する必要があります。進路指導部就職担当の指導のもと、求人票を見比べたり企業見学に行ったりと、慎重に検討し

準備してきました。２年生の就職希望者も、ぜひ一度求人票を見に来てください。 

【民間就職県内３名】           【民間就職県外３名】 

日本郵便株式会社 東北支社   １名     名鉄運輸株式会社 東京支社     １名 

ENEOSグローブエナジー株式会社  1名      一般財団法人航空保安事業センター  １名 

梅原工務店           １名     株式会社 三ツ和          １名 

 

国家公務員一般職（事務）５名／１５名       

国家公務員専門職（税務）１名／１０名 

裁判所職員       １名／１１名 

刑務官         １名／ １名 

青森県職員（教育事務） ２名／ ２名 

青森県職員（一般事務） １名／ １名 

青森県職員（警察事務） １名／ １名 

青森市職員（一般事務） ４名／ ４名  

  

 

【公務員試験 一次試験合格状況】（人数は合格者数／受験者数） ※１０月３１日現在 

青森市職員（消防）   ３名／１０名 

青森県警察官Ｂ     ８名／ ８名 

黒石市職員（事務）   ２名／ ２名 

五所川原市職員（事務）２名／ ５名 

三沢市職員（消防）  １名／ １名 

三沢市職員（事務）  １名／ １名 

外ヶ浜町職員（事務） １名／ １名 

函館市職員（消防）  １名／ １名 

 公務員試験受験者も健闘しています。一次試験では、普段の授業で身に付けた基礎学力に加え、公務員試験独特の問題にも対応

する力が必要です。合格した生徒の多くは、高校２年次から本校で実施している「公務員学内講座」を受講し、東京アカデミーに

も通学するなど努力してきました。現在、公務員担当の先生を中心に、２次試験の面接練習に取り組んでいますが、近年、一次試

験よりも二次試験での倍率が高く、そこでさらに厳しく選考されるケースも多くなっています。 

総合型選抜では、９～１０月にかけて選考が行われ、合否結果も発表されつつあります。学校推薦型選抜は１１月１日以降出願開

始、１１月下旬から１２月中旬にかけてが選考のピークで、出願予定者は、面接や口頭試問、小論文対策に加えて、出願書類をそろ

え発送する作業も加わる、たいへん忙しい時期です。体調管理にも気をつけ、ベストを尽くせるようにやるべきことに一つ一つ取り

組んでいくことが大事です。健闘を祈ります。 

秋田県警察官Ｂ      １名／ １名 

北海道警察官Ｂ     ３名／ ３名 

岩手県警察官Ｂ     １名／ １名 

弘前地区消防事務組合  ２名／ ４名       

八戸地域消防事務組合  １名／ ５名 

東京消防庁消防官Ⅲ類  ２名／ ２名 

海上保安学校学生    １名／ １名 

自衛官一般曹候補生  １３名／１３名 

進路コラム ～卒業生の活躍～ 

みなさんは、青森県風間浦村と京都の伝統校、同志社大学の創始

者である新島襄（にいじまじょう）とのつながりについて知っています

か？こちらの記事にあるとおり、1864 年に、函館に向かう途中の新

島が、風間浦村下風呂に寄港したことが縁となり、１９９２年から村と同

校との交流事業が行われています。 

記事の中で紹介されている駒嶺錬さんは、本校の卒業生です。中

学生の時から同志社大学に憧れ、高校入学時には既に同志社大学に

入学することを目標に決めていました。下宿生活でしたが、無遅刻無

欠席で、学習面では常に学年上位に入る成績をキープしながら、野

球部でも主将を務め、休みなく練習や遠征に参加していました。大学

生活は「全国、世界各地から学生が集まっていて、刺激的で楽しい」

と話していました。努力が報われ、充実した大学生活を送っているよう

です。これからの活躍にも期待したいですね。 東奥日報（１０月３１日付） 

進路決定の動き 活発に 

※１１月１日現在 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進路指導部員紹介 

進路関連行事報告 

大学体験講座が行われました 
 

１０月１１日（火）に１・２年生を対象に、大学体験講座を実施しました。昨

年度は新型コロナウイルスの影響でリモートでの開催でしたが、今年度は県内外

の大学や専門学校から２３名の教授や講師を招き、２２講座を開設して行うこと

ができました。それぞれ興味や関心がある２講座を選択し、１コマ６０分の講座

を聴講しましたが、対面で先生方のお話に耳を傾け、やりとりしながら理解を深

めたり、実際に器具に触れたり、実技を行ったりすることができ、より有意義な

時間になったと思います。 

今回の講座をきっかけに「自分は何に興味があるのか」「自分には何が向いてい

るのか」「将来どのように社会に貢献したいのか」について考え、進路研究を進

めていきましょう。 

No. 分野 タイトル

1 教育 特別支援学校について

2 看護 子どもの成長・発達と事故

3 救急救命 ＴＨＥ　救急救命士

4 リハビリ スポーツ損傷と理学療法士のかかわり

5 農学 農業食糧生産を支える農業土木Engineerになろう！

6 工学 カーボンニュートラルってなに？！

7 情報 学びのデザイン

8 宇宙
月惑星探査の最前線

－宇宙飛行士になって月や火星に行ってみよう－

9 文学・歴史 『星の王子さま』－サン＝テグジュベリのメッセージ

10 栄養
健康づくりの食事スタイル

～料理の組み合わせと免疫力アップ～

11 芸術・デザイン 文字のデザインを考える

12 法学
法学の世界へご招待

－ある宇宙人の死を労働法学者と見ると…

13 経営・経済 経営学とは

14 英語・国際 英語が話せる人＝国際人？

15 薬学 体を守る仕組み－新型コロナウイルス感染から学ぶ－

16 福祉 たのしく学ぼう！地域包括ケア

17 心理 レジリエンス（精神的回復力）を高めるには

18 スポーツ生理学 パフォーマンス向上のためのトレーニング指導

19 スポーツ栄養学 スポーツ栄養学

20 保育・幼児教育 子どもと遊び～子どもにとって遊びとは何か～

21 臨床工学 臨床工学技士の仕事を体験してみよう！

22 エンタメ エンターテイメント業界の様々な仕事とその内容

進路関連行事予定

告 １１月５日（土）    ３学年土曜講習① 

１１月１２日（土）   ３学年土曜講習② 

１１月１９日～２０日  ３学年全統プレテスト 

１１月２９日～１２月２日 ２学期期末考査 

１２月１０日（土）   １・２学年 GTEC（英語４技能検定） 

３学年土曜講習③ 

１２月１３日（火）   看護医療ガイダンス 

（１・２年希望者及び保護者対象） 

 １２月１７日（土）   ３学年土曜講習④ 

１２月２４日（土）   ３学年土曜講習⑤ 

１２月２６日・２７日   冬期講習（１～３年）  

１２月２８日      冬期講習（３年） 

《看護医療ガイダンスについて》 

 

講師は株式会社アゼストの植松弘幸先生 

 

看護医療系総合進学指導のスペシャリストで、 

大学と専門学校の違いについて、入試対策や 

最新の学校情報（費用が安い、設備が整って 

いるなど・・）について、さらに、実際の仕事内 

容や求められる能力や適性についても詳しく教 

えていただく予定です。 

医療系の仕事に興味のある生徒、保護者は、 

是非ご参加ください。（後日案内配布） 

生徒向け講演   放課後 １６：４０～ 

保護者向け講演      １８：００～ 

青森公立大学高大連携特別講座に３５名の希望者が参加しました 

講師：青森公立大学教授 横手 一彦 氏  講座名：『分ける』と『分かる』 

１０月５日（水）に１～３年生の希望者３５名で、青森公立大学で行われた特別講座に参加しました。

この事業は、年３回程度行われ、高校生が青森公立大学での研究内容や、経営、経済分野や地域の課題な

どに関する理解を深めることができる貴重な機会となっています。また、会場は大学構内なので、実際に

大学の施設を見ることもできます。 

本校からは、毎年１０名以上青森公立大学に進学していますが、経済、経営という分野において「何を

学び、それをどう将来生かしていきたいか」を明確にするのはかなり難しく、毎年、総合型選抜、学校推

薦型選抜を受験する生徒は、志望理由を作成する際に苦労します。このような講座でそのきっかけをつか

み、早い段階から本を読んだり、関連する他の講座や体験活動などに参加すれば、しっかり自分をアピー

ルすることができるでしょう。「部活動を頑張った」だけでは、あなたのやる気は伝わりません。 

 

育児休暇に入られた千葉先生に代わり、２学期から松田先生が頑張っています。主に就職を担当します。 

松田 祐生（まつだ ゆうせい）先生  教科 数学  部活動 美術部 

趣味・特技  テニス、バドミントン、歌うこと 

メッセージ  千葉先生の代わりとしては足りないところもありますが、精一杯 

頑張っていきたいと思います。これからよろしくお願いします。 

今年の総合型選抜では 

・なぜ他学科ではなくこの学

科なのか 

・なぜ○○をやりたいのか

（どんなニーズがあり、ど

んな社会貢献ができるか） 

・高校生活で頑張ったこと＝

そのために何をしてきた

か（読書、調査、体験、講

座、OC参加等） 

など、詳しく質問されてい

ます 

千葉先生に先日 

元気な女の子が 

誕生しました！ 

おめでとうござ 

います  


